
報告第７号 
 

令和２年第２回（6月）富田林市議会定例会の報告について 
 

質問者 質  問  の  要  旨 資料/担当課 

公明党 

代表質問 

草尾 勝司 議員 

 

３. 新型コロナウイルス感染症による長期休校を経験し、今後の市立小中学校のＧ

ＩＧＡスクール構想を活用した学習の取り組みについて 

（１）１人１台のタブレット端末を導入後の、端末活用の予定について問う。 

（２）インフルエンザの学級閉鎖時などに、各家庭とのオンライン授業をクラス単位で

実施してみてはどうか？ 

（３）青森市でモデル的に導入している、教室の「３密」を防ぐオンライン授業（校内

遠隔授業）を、試験的に実施してみてはどうか？ 

（４）国の二次補正予算が可決した場合の、少人数編成のための教員加配、補修学習や

家庭学習を行うための学習指導員の追加加配、消毒など教員の増えた業務をサポー

トするスクールサポートスタッフの追加加配について、市の見解を問う 

資料1/ 

教育指導室 

教育総務課 

７．障がい者スポーツの充実について 

（１）本市における障がい者スポーツの普及とその取り組みについて 

（２）障がい者と健常者がともに楽しめるスポーツの普及啓発について 

（３）施設の充実を目指し、ボッチャなどの競技用機材の配備を求めて 

資料2/ 

生涯学習課 

とんだばやし未来 

代表質問 

辰巳 真司 議員 

 

 

２．新型コロナウイルス感染症での子どもたちへの影響について。 

（１）子どもたちの学習の遅れをどう取り戻すのか。また、保護者の不安解消はど

うはかるのか。 

（２）教職員の負担増にともなうサポート体制について。 

資料3/ 

教育指導室 

 

３．利用しやすい学校のトイレの整備について。 

（１）子どもたちの声は届いていますか。 

（２）現在の洋式化率など整備の状況と課題、今後の方向性について。 

（３）職員用トイレの整備状況について。 

資料4/ 

教育総務課 

４．若者支援と施策の推進について。 

（３）「青少年委員会」から「若者会議」の創設について。 

（４）トピックに若者が相談できる窓口の設置を。 

資料5/ 

生涯学習課 

日本共産党 

代表質問 

岡田 英樹 議員 

３．子どもへの支援策、学校や給食支援の充実をもとめて 

①子どもや教員に無理がある詰め込みではなく、学校現場・教員に裁量を保証する丁

寧な指導を 

②子どもたちの心のケアと、今後考えられている対策は 

③ネット環境が家庭にない子どもたちや障がい児の家庭に対しての教育支援と今後の

支援策は 

⑤清掃消毒のための職員を雇うなど、現場の負担が増えないよう対策を 

⑥教員の増員を国に要請し、少人数学級の実現を 

資料6/ 

教育指導室 

⑦手洗い場だけでなくトイレも、コロナ対策上重要な場所として対策を 資料7/ 

教育総務課 

⑧保護者の負担軽減策について 

ⅰ 本市でも、中学校で就学援助を受けている方の給食費を無料に 

資料8/ 

学校給食課 

 



  

令和２年第２回（6月）富田林市議会定例会の報告について 
  

質問者 質  問  の  要  旨 資料/担当課 

自由民主党 

代表質問 

西川 宏 議員 

４．新型コロナウイルス感染症による子どもたちへの学習面への影響や安全面の配慮、Ｉ

ＣＴ化について 

①子どもたちへの学習面での影響をどのように考えているか 

②６月から学校再開となったが、安全面での配慮についてどのような対策を施すのか 

③学習内容をふまえ、休業期間や行事等をどのように考えているのか 

④タブレット等を活用した学習の進め方について市の考え方を問う 

⑤タブレット等の整備状況、ＷｉＦｉ環境等の整備状況について 

⑥ＧＩＧＡスクール構想早期実現のための課題について 

資料 9/ 

教育指導室 

教育総務課 

大阪維新の会・ 

無会派の会 

代表質問 

伊東 寛光 議員 

 

３．新型コロナウイルス感染症への今後の学校現場での対応について聞く。 

（１）授業をはじめ、今後の学校生活はどのような様式で行われるのか。 

（２）子どもたちの学習の遅れや、子どもたちの状況に応じたフォローアップ体制を

どのように整えるのか。 

（３）第２波が到来することも見据えて、オンライン教育の進捗状況は。  

（４）在宅でのオンライン学習に向けた現在のＩＣＴ機器の整備状況や、モバイル 

ルータなどの今後の整備計画は。 

（５）部活動や学校行事での感染症対策は。 

（６）給食や昼食時の感染症対策は。 

（７）支援を必要とする子どもへのサポートについて、放課後デイサービスを始めと

した関係機関との連携状況は。 

資料 10/ 

教育指導室 

学校給食課 

個人質問 

村瀬 喜久一郎 議員 

１．市立中学校をはじめ本市に所在する学校や医療機関等における“若年妊娠”への

本市としての対応について 

（１）“若年妊娠”の当事者である生徒等およびその保護者への適切な情報提供・確

認について 

（２）学校現場における教職員への“愛知方式”・“赤ちゃん縁組”等の取り組みの

情報提供・確認について 

（特に養護教諭への情報提供について） 

 

資料 11/ 

教育指導室 

 

 



資料１ 

 

３．新型コロナウイルス感染症による長期休校を経験し、今後の市立小中学校の

ＧＩＧＡスクール構想を活用した学習の取り組みについて 

（１）１人１台のタブレット端末を導入後の、端末活用の予定について問う。 

（２）インフルエンザの学級閉鎖時などに、各家庭とのオンライン授業をクラ 

ス単位で実施してみてはどうか？ 

（３）青森市でモデル的に導入している、教室の「３密」を防ぐオンライン授 

業（校内遠隔授業）を、試験的に実施してみてはどうか？ 

（４）国の二次補正予算が可決した場合の、少人数編成のための教員加配、補 

修学習や家庭学習を行うための学習指導員の追加加配、消毒など教員の増 

えた業務をサポートするスクールサポートスタッフの追加加配について、

市の見解を問う 

 

【答弁】 

３．市立小中学校のＧＩＧＡスクール構想を活用した学習の取り組みについて、

の（１）から（４）につきまして、順次お答えいたします。 

まず、（１）についてお答えいたします。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、ＧＩＧＡスクール構想による１人１

台端末の導入を前倒しするという国の方針が示されました。本市教育委員会とい

たしましては、子どもたちにとって分かりやすい授業づくりや、主体的・対話的

で深い学びの実現、個に応じた学びの充実等に活用することを目的として、端末

の活用を検討しているところでございます。 

具体には、教科書に掲載されたＱＲコード等を用いて解説資料を閲覧したり、

動画やアニメーションの視聴覚教材等を閲覧したりする場面で端末を活用し、分

かりやすい授業づくりを進めます。また、大型モニタ等を用いてお互いの考えを

共有したり、他の人の意見を参考にしながら、自分の考えを深めたりするような

学びの実現に向けても活用したいと考えております。 

さらに、ＧＩＧＡスクール構想では、ＳＤＧｓの観点から、誰一人取り残さな

い教育を実現するためにＩＣＴ機器を効果的に活用することが求められておりま

す。本市におきましても、子ども一人ひとりの学習状況をきめ細かに把握し、各

自が苦手とする内容の克服に向け、じっくり復習に取り組むため、１人 1 台端末

を用いてドリル等の教材を活用することを検討しております。 

次に、（２）についてお答えいたします。 



コロナウイルス感染症の影響により臨時休業が長期化する中で、ＩＣＴ機器を

活用したオンライン授業の必要性が高まっております。 

そのため、本市教育委員会といたしましても、オンライン授業を可能にするサ

ービスである、「G Suite for Education」を活用し、授業動画を配信できる仕組

みを整え、操作方法をとりまとめて学校に周知を行ったところでございます。ま

た、このサービスを活用いたしますと、クラス単位でのオンライン授業を実施す

ることも可能となります。 

本市教育委員会といたしましては、インフルエンザの学級閉鎖時にオンライン

授業を実施する等、様々な機会で端末を有効活用することが重要だと考えており

ますことから、教職員研修の充実を図り、実際の活用に向けた取組みを進めてま

いります。 

次に、（３）についてお答えいたします。 

学校が全面再開される中で、議員ご紹介の事例は、感染拡大防止に努めつつ子

どもたちの学びを保障するという点から、有効な手法の１つであると認識してお

ります。さらに、このような新しい学習スタイルでの学びを実現できることが、

ＩＣＴ機器活用のメリットであると認識しております。 

また、今後、クラス単位のオンライン授業等を円滑に実施するためには、まず、

子どもたちが機器の取り扱いや操作方法等を習得する必要がございます。そのた

め、今回ご紹介いただいた校内遠隔授業のような授業形式も参考に、今後、ＩＣ

Ｔ機器を活用した新しい学習スタイルについても研究し、実践に取り組んでまい

ります。 

次に、（４）についてお答えいたします。 

 ６月１５日以降、全員が揃って学習活動を進めるにあたり、現在、学校現場に

おきましては、換気の徹底や身体的距離の確保など、感染拡大の防止に努めてい

るところでございます。 

今後は、引き続きこのような対策をとりながらも、子どもたちの学習を保障し

ていくことが求められます。特に、最終学年につきましては、今年度中に教育課

程を終える必要がございますことから、教育課程の精査や授業内容の工夫に加え、

少人数によるきめ細かな指導の充実を図っていくことが重要となります。 

 また、学習指導員やスクールサポートスタッフ等の支援人材を配置することに

つきましては、教職員の負担軽減につながると考えております。 

こうしたことから、本市教育委員会といたしましては、財源については追加で

配分が予定されている国の新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金の活用も

含めて、学校への人材配置について検討してまいります。 

 以上、お答えといたします。 



資料２ 

 

７．障がい者スポーツの充実について 

（１）本市における障がい者スポーツの普及とその取り組みについて 

（２）障がい者と健常者がともに楽しめるスポーツの普及啓発について 

（３）施設の充実を目指し、ボッチャなどの競技用機材の配備を求めて 

 

【答弁】 

それでは、７、障がい者スポーツの充実についての（1）から（3）のご

質問につきまして、順次お答えいたします。 

まず、（１）につきましては、障がい者スポーツについて、従前から、色々

なスポーツイベントの場を捉えて、普及及び啓発に取り組んでまいりまし

たが、富田林市レクレーション協会と共催で開催しております「富田林ス

ポーツレクリエーション祭」におきまして、昨年度は、障がい者スポーツ

の体験コーナーを作り、「ボッチャ」、「車いすバスケットボール」を紹介す

ることで、障がい者スポーツへの理解を深め、普及啓発に取り組んだとこ

ろです。 

今年度においても、障がい者スポーツの体験会を企画しておりましたが、

残念ながら、新型コロナウイルス感染防止の為に中止となりました。 

今後におきましても、障がい者スポーツの普及促進に取り組んで参りま

す。 

続きまして、（２）につきまして、お答えします。 

富田林市身体障害者福祉協会、と連携協力して月 1 回、身体障がい者ス

ポ－ツフィットネスを開催し、身体障がい者の運動不足の解消、健康の維

持、機能の回復並びにスポーツへの親しみを目的として富田林小学校でグ

ラウンドゴルフを実施しているところです。 



広く市民のスポーツを普及・振興するとともに、健康増進と市民の親睦

交流に寄与することを目的に毎年 12 月に開催される富田林市民マラソン大

会におきまして、ふれあいの部として障がい者の方が参加できる部を設け、

3km･5km･10km の各コースに設けています。 

次に南河内地区の６市２町１村で広く住民の間にスポーツを振興して、

その普及発展とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、あわせて青少年の

健全な育成に寄与することを目的に、南大阪駅伝競走大会を開催していま

す。特に障がい者の特別枠は設けていませんが、障がいをお持ちの支援学

校生と健常者の方が、ともに競技に参加されています。 

また、「いつでも・どこでも・だれでも」を合言葉にウォークキングイベ

ントを開催しており 3km のコースでは、毎年下見を重ね、車椅子で参加し

やすいコースとなるよう設定しています。 

今年度は、新型コロナウイルスの感染防止の為、実施できない場合もご

ざいますが、今後におきましても、様々な機会を捉えて、障がい者、健常

者が共にスポーツを楽しめる場面の提供を推進して参ります。 

続きまして、（３）につきまして、お答えします。 

例えば、ボッチャ及びブラインドサッカーなどの障がい者スポーツを行

うにあたっては、ボッチャボールや、転がると音の出るサッカーボールな

どの競技用機材が必要となります。 

それらの共同で使用する競技用機材を市のスポーツ施設に配備し、ＰＲ

することで、障がい者スポーツの普及啓発がより一層促進される効果を期

待して、配備について、検討してまいります。 

以上でお答えとさせていただきます。 



資料３ 

 

２．新型コロナウイルス感染症での子どもたちへの影響について。 

 （１）子どもたちの学習の遅れをどう取り戻すのか。また、保護者の不安解消 

はどうはかるのか。 

（２）教職員の負担増にともなうサポート体制について。 

 

【答弁】 

２．新型コロナウイルス感染症での子どもたちへの影響についての（１）（２）

につきまして、順次お答えいたします。 

 まず、（１）について、お答えいたします。 

新型コロナウイルスの影響による臨時休業期間が終わり、６月１５日からは通

常登校による教育活動が再開されております。 

３ヶ月に及ぶ臨時休業期間にあっては、登校の制限を始め、外出や移動の自粛

等により、多くの負担が子どもたちに及んでおります。また、学校においては、

臨時休業期間中も家庭で学習を進められるように担任や担任外の教員が協力して

復習プリントの作成や課題の提示等を行ってまいりましたが、授業実施ができな

い中、子どもたちの学習状況に遅れが生じているのが現状でございます。 

議員ご指摘の、子どもたちの学習の遅れをどう取り戻すのかについてですが、

本市におきましては、授業時間数の確保のため、夏季休業期間を８月８日から８

月１６日までの１９日間に短縮いたしました。また、各校において年間のカリキ

ュラムを見直し、学校行事を始めとした学校教育活動全般を精選するとともに、

１５分間程度の授業を複数日設定するいわゆる「モジュール学習」や７時間授業

の日を設定する取組み等、必要に応じて導入してまいります。加えて、夏季休業

期間中も補充学習等の機会を設けるなど検討しているところでございます。 

臨時休業による子どもたちへの様々な影響を心配される保護者も多くおられる

ことから、状況に応じて夏季休業期間中も子どもへのサポートを行うことも含め、

今後の学校での取組みについて、各校のホームページや学校だより等で丁寧な説

明とともに幅広く周知を行った上で、懇談等を通して保護者の方の声をしっかり

と受け止めていくよう学校を指導してまいります。 

次に、（２）についてお答えいたします。 

現在、学校現場では、換気の徹底や身体的距離の確保等、感染症対策に努めて

いるところでございます。 

しかしながら、引き続く感染予防の取組みを踏まえながら教育活動を行うこと

や個に応じた学習指導を行うことは、教職員にとって負担の増加に繋がることか

ら、大きな課題であると認識しております。 

本市教育委員会といたしましては、子どもたちへの丁寧な指導と適切な支援を

継続するためには、教職員が子どもの学びの保障に注力できる環境を整えること

が重要であると認識しておりますことから、今後、学校現場の状況を十分に把握

し、学習指導員や教職員の作業を支援する人材の配置等の施策についても検討し

てまいります。 

以上、お答えとさせていただきます。 



資料４ 
 

３．利用しやすい学校のトイレの整備について。 

 （１）子どもたちの声は届いていますか。 

 （２）現在の洋式化率など整備の状況と課題、今後の方向性について。 

 （３）職員用トイレの整備状況について。 

 

【答弁】 

 それでは、３．利用しやすい学校のトイレの整備について。の（１）から（３）

につきましては、相関連いたしますので、一括してお答えさせていただきます。 

学校トイレにつきましては、従前は便器に直接肌が触れる洋式トイレは避けら

れる傾向が見られましたが、最近は、ライフスタイルの変化により、家庭でも洋

式トイレが主流となり、子どもたちが学校の和式トイレを嫌がり、トイレに行く

ことを我慢するなど、健康面からも懸念されているところでございます。 

老朽化している学校トイレにつきましては、日常の清掃活動によりトイレ環境

をきれいに保つように努めておりますが、子どもたちからは「汚い、暗い」など

のイメージがあるように聞き及んでおります。 

このようなことから、本市では、平成１３年度から２３年度にかけて、多目的

トイレの整備など各学校で 1 箇所のトイレ整備を完了しており、引き続き、平成

２４年度から令和元年度にかけて、各学校の整備箇所を２箇所に増やして、洋式

化改修、乾式化改修など快適なトイレ環境の整備を進めてまいりました。そのう

ち、小学校３校におきまして、職員用トイレの整備を行っております。 

しかしながら、本市の学校トイレの洋式化率は、令和元年度末現在で、小学校

で３３．８％、中学校で３３．６％となっており、依然として低い状況でござい

ます。 

本市教育委員会といたしましては、利用しやすい学校トイレの整備につきまし

ては、子どもたちの健康を守る重要な課題の一つと認識していることから、学校

からの要望や意見も参考にしながら、今後も引き続き、計画的に快適なトイレ環

境の整備に、取り組んでまいりたいと考えております。 



資料５ 

 

４．若者支援と施策の推進について。 

（３）「青少年委員会」から「若者会議」の創設について。 

（４）トピックに若者が相談できる窓口の設置を。 

 

【答弁】 

４．若者支援と施策の推進についての、（３）につきましては、 

きらめき創造館における青少年委員会の現在の活動は、トピックで開催する、

イベントの企画運営や若者と地域の人たちとの交流会においてコーディネーター

を務めたり、トピックを利用するにあたってのルールづくりなどが主なテーマと

なっています。 

このように、「青少年委員会」はトピックの運営に関する活動を目的としている

ことから、今後、本市の未来を考え、まちづくりへ積極的に参画するといった姿

勢を、全ての構成員に期待することは、難しいと考えますが、青少年委員会の中

で、若者会議への参加を積極的に働きかけてまいりたいと考えます。 

最後に（４）につきましてお答えします。 

現在、きらめき創造館では、子ども・若者やその家族を対象とした、ひきこも

り等相談を実施しているところです。 

また、ロビースタッフの役割として若者が自由に過ごせる空間をつくり、学習

や自主的な活動を支援することにより、若者にとって真に「居場所」となる場を

つくる事業を行っており、こども・若者の悩み相談は、このこども・若者育成支

援業務に含まれております。 

これは、日ごろからＴｏｐｉｃに来館する子どもたちと接しているロビースタ

ッフが、家庭・進路・人間関係といった悩みを抱えている子ども・若者の相談に

のるものです。 

家庭にも学校にも居場所がないと感じている子どもたちであっても、年代も近

く、心安く話ができる、ロビースタッフに対しては、自分のペースで相談を持ち

掛けることができる環境にあり、相談後は、気分が楽になった、生きる力をもら

った、などの声を聴いていることから若者たちとロビースタッフの間で一定の信

頼関係が醸成されていると思われます。 

若者が相談できる窓口の設置につきましては、トピックでの子ども・若者育成

支援業務として、随時、悩み・相談に応じていますことから、これをより一層広

く、ＰＲすることで若者たちの快適な居場所づくりに努めてまいります。 

以上でお答えとさせていただきます。 



資料６ 

 

３．子どもへの支援策、学校や給食支援の充実をもとめて 

 ① 子どもや教員に無理がある詰め込みではなく、学校現場・教員に裁量を保

障する丁寧な指導を 

  ② 子どもたちの心のケアと、今後考えられている対策は 

 ③ ネット環境が家庭にない子どもたちや障がい児の家庭に対しての教育支援

と今後の支援策は 

 ⑤ 清掃消毒のための職員を雇うなど、現場の負担が増えないよう対策を 

 ⑥ 教員の増員を国に要請し、少人数学級の実現を 

 

【答弁】 

３．子どもへの支援策、学校や給食支援の充実をもとめての①から③及び⑤⑥

について順次お答えいたします。 

はじめに、①についてお答えいたします。 

学校では新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業が明け、６月１５日

からは、一斉登校による学校教育が再開されております。 

現在の子どもたちの学習状況につきましては、長期の在宅期間の影響から、遅

れが生じているのが実情でございます。 

今後の子どもたちの学びの保障につきましては、単に学習時間を確保すること

だけに注力するのではなく、学校現場・教員の裁量を保障しながら個に応じた丁

寧な指導が必要であると認識しております。 

これまでも、学校訪問による状況把握を行うとともに、学校長との情報共有、

意見交換を行い、各校においては実情に応じた取組みをすすめてまいりました。  

今後の教育課程の実施にあたっては、各校に好事例を紹介するなど、引き続き、

学校現場の実情に応じた教育活動が実施されるよう、教育委員会として各学校と

連携して支援してまいります。 

次に、②についてお答えいたします。 

この間の臨時休業で日常生活は大きく変わる事態となり、子どもたちは、友人

関係や学習、進路や将来のことなど、様々な思いや悩みを抱えながら過ごしてき

たと考えられます。 

学校再開後におきましても、「朝が起きられない」「何もやるきがでない」とい

うような心身の不調を訴える子どもの声も聞かれております。 

現在、学校では教職員が子どもたちや保護者から聴き取りながら様子を把握し

たりして、その状況を教職員で共有しているところでございます。 

今後も、各学校において子どもたちが相談しやすい雰囲気づくりを大切にしな

がら、カウンセリング週間の早期実施、スクールカウンセラーが校内巡回を行い



子どもの状況を把握する等の積極的な活用を推進することで、子どもたちの心身

の健康保持のため、学校を支援してまいります。 

次に、③についてお答えいたします。 

臨時休業中の学習保障につきましては、これまでより、全ての子どもたちの学

びを保障する観点から、家庭で学習を進められるように復習プリントや課題の提

示等を行ってまいりました。さらに、在宅期間が長期化する中にあっては、子ど

もたちの学習へのサポートを増やすための一つの手段として、ICT を活用した家

庭学習を紹介させていただいたところでございます。 

今後につきましては、第２波による臨時休業も想定し、子どもたちが学校や家

庭で自分のペースで学びをすすめられる学習支援が必要であると認識しておりま

す。そのため、本市では全ての子どもたちの学びを保障する観点から、ネット環

境がない家庭でも、ソフトをダウンロードした端末を貸し出すことで利用できる

学習ドリルソフトの導入を進めているところでございます。 

障がいがある子どもがおられる家庭につきましては、臨時休業期間中も支援学

級の担任等が家庭訪問や電話等で保護者と連絡を密に取り合い、状況を把握しな

がら個別に対応してまいりました。今後も、引き続き保護者や関係機関との連携

を密にし、子どもたちの支援に努めるよう学校を指導してまいります。 

 次に、⑤についてお答えいたします。 

現在、文部科学省から、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、学校現

場に施設等の消毒が求められているところであり、実際に教職員が子どもの帰宅

後、日々、消毒作業を行っているところでございます。 

しかしながら、議員ご指摘のように、学校での清掃や消毒作業等により、授業

の準備など教育活動に影響がでないようにすることが必要でございます。 

そのため、本市教育委員会といたしましては、新型コロナウイルス感染症対策

で増加する教職員の業務をサポートし、教員が子どもの学びの保障に注力できる

ような対策が必要と考えるため、今後、追加配分が予定さております、「新型コロ

ナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金」も含めて検討してまいります。 

次に、⑥についてお答えいたします。 

教室での子どもたちの人数を減らし、密集・密接を避けることは、新型コロナ

ウイルス感染症対策においても重要な取組みの一つでございます。また、少人数

学級での授業は、今後の子どもたちに、きめ細かな指導を行うための有効な方法

の一つでもあります。 

本市教育委員会といたしましては、このような少人数学級を実現することは、

子どもたちの健やかな育成を図るために重要であると考えております。こうした

ことから、市独自で実施している少人数学級編制の拡充について研究を進めると

ともに、引き続き、国や府に教員定数の改善を要望してまいります。 



資料７ 

令和２年 第２回市議会定例会 

一連番号  ４－３－⑦ 

質 問 者   岡田 英樹 議員 

担 当 課   教育総務部 教育総務課  

 

３、子どもへの支援策、学校や給食支援の充実を求めて 

 ⑦手洗い場だけでなくトイレも、コロナ対策上重要な場所として対策を 

 

  【答弁】 

それでは、３、子どもへの支援策、学校や給食支援の充実を求めての⑦につき

まして、お答えさせていただきます。 

本市におきましては、平成１３年度から２３年度にかけて、多目的トイレの整

備など各学校で 1 箇所のトイレ改修を完了し、引き続き、平成２４年度から令和

元年度にかけて、各学校のトイレ改修箇所を２箇所に増やして、洋式化改修、乾

式化改修などを進めてまいりました。 

令和元年度末現在において、本市の学校トイレの洋式化率は、小学校で３３．

８％、中学校で３３．６％となっており、依然として低い状況でございます。 

本市教育委員会といたしましては、子どもたちの健康を守る重要な課題の一つ

と認識していることから、コロナウィルス感染症対策にも有効であると考えられ

る自動洗浄型器具・センサー式器具など非接触型器具を採用するなど、学校から

の要望や意見も参考にしながら、今後も引き続き、計画的な学校トイレの環境整

備に取り組んでまいります。 



資料８ 

 

３、子どもへの支援策、学校や給食支援の充実をもとめて 

 ⑧ 保護者の負担軽減策について 

  ⅰ 本市でも、中学校で就学援助を受けている方の給食費を無料に 

 

  【答弁】 

本市では、保護者の負担軽減策の一つとして、学校給食の早期再開と小学校給

食費の３か月無料化を実施決定いたしております。 

また、小学校給食とともに中学校給食におきまして、分散登校期間の５月最終

週には児童生徒全員に給食の無料提供を実施したところでございます。 

 中学校で就学援助を受けている方の給食費を無料に関しましては、大きな財源

が必要なことはもとより、制度的な課題として、現在、全員喫食ではなく、学校

給食と家庭弁当を選択できる方式、いわゆる「選択制」として中学校給食を提供

しているため、調理可能な食数の確保など、様々な課題が考えられるところでご

ざいます。 

 市全体の新型コロナウイルス感染症対策取組検討の中で、保護者負担の軽減と

ともに有効性や緊急性を勘案し、財源については、追加で配分が予定されている

国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」の活用も含めて、検

討してまいります。 

 



資料９ 

 

４．新型コロナウイルス感染症による子どもたちへの学習面への影響や安全面の

配慮、ＩＣＴ化について 

① 子どもたちへの学習面での影響をどのように考えているか 

② ６月から学校再開となったが、安全面での配慮についてどのような対策を

施すのか 

③ 学習内容をふまえ、休業期間や行事等をどのように考えているのか 

④ タブレット等を活用した学習の進め方について市の考え方を問う 

⑤ タブレット等の整備状況、Ｗｉ－Ｆｉ環境等の整備状況について 

⑥ ＧＩＧＡスクール構想早期実現のための課題について 

 

【答弁】 

４．新型コロナウイルス感染症による子どもたちへの学習面への影響や安全面

の配慮、ＩＣＴ化について、の①～⑥につきまして、順次お答えいたします。 

最初に、①についてお答えいたします。 

新型コロナウイルス感染症による臨時休業が長期間に及んだことで、学習習慣

の乱れや、授業の遅れに対する不安、学習状況に差が生じていること等、様々な

影響が及んでいるものと考えております。 

今後は、３月までの残された期間で定められた学習内容を終える必要がござい

ますことから、授業内容の効率化や家庭学習の充実に努めてまいります。さらに、

子どもたちの状況を丁寧に把握しながら、必要に応じて補習を行うなど、子ども

一人ひとりに応じた、きめ細かな指導に努めてまいりたいと考えております。 

次に、②についてお答えいたします。 

本市におきましては、５月半ばより登校日を設け、学校の全面再開に向けた対

策を進めてまいりました。具体には、「富田林市立学校園におけるコロナウイルス

感染症対策ガイドライン」や、国や府からのガイドライン等をふまえ、毎日の健

康観察や手洗い、マスクの着用や身体的距離の確保、換気の徹底などの取組みを

行っております。また、子どもたちの下校後は、教職員による消毒などの作業も

行っております。今後も、このような安全対策を講じながら、学校における教育

活動を円滑に実施できるよう努めてまいります。 

次に、③についてお答えいたします。 

本市におきましては、今後の学習内容をふまえ、夏季休業を８月８日から８月

２６日までの１９日間に短縮することで、授業時数の確保を図る予定でございま

す。さらに、１５分ずつの学習を積み重ねて実施する、いわゆる「モジュール学

習」を行ったり、７時間目の授業を実施したりするなど、各校の状況に応じて工



夫を行いながら授業時数の確保に努める予定でございます。また、校外学習や卒

業式などの行事につきましても、内容や練習の時間を精査した上で、必要に応じ

て実施することを検討しております。 

次に、④についてお答えいたします。 

本市におきましては、これまでも情報スキルやプログラミング的思考の育成に

向けて取組みを進めてまいりました。今後は、タブレット型端末を活用し、子ど

もにとってより分かりやすい授業や、主体的・対話的で深い学びの実現をめざし

てまいります。さらには、ＳＤＧｓの観点による誰一人取り残すことのない教育

の実現をめざして、端末やドリル教材等を活用しながら、子どもたちのつまずき

の早期発見や、個々の学習状況のきめ細かな把握に努め、子ども一人ひとりに応

じた学びの充実に取り組んでまいります。 

次に、⑤についてお答えいたします。 

本市におきましては、国の「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画」に

もとづき、令和４年度までに３クラスに１クラス分程度の学習用コンピュータ等

の整備を行うことを目標として、昨年度は、小学校に学習用タブレット型パソコ

ンを２０８台導入いたしました。あわせて、小学校の校内ＷｉＦｉ環境につきま

しても一部整備を行いました。 

次に、⑥についてお答えいたします。 

今後、学校現場におけるＩＣＴ化をより進めていくためにも、学校のＩＣＴ環

境を有効活用できる体制づくりを進める必要があると考えております。そのため、

本市教育委員会担当者と、各校の情報教育担当教員との連携を図り、学校を支援

してまいりたいと考えております。 

また、タブレット型端末を日常的に授業で活用するには、教員の指導用端末や、

子ども用端末の故障に備えた予備機の整備、修繕に係る費用等も必要になってく

ると考えております。 

さらに、子どもたちが一斉にインターネット上の動画教材等を閲覧した場合、

通信速度が遅くなってしまうということが懸念されるため、回線の増強が必要に

なると考えております。 

加えて、実際の授業で端末を活用するには、学習活動に応じた端末の設定変更、

アプリのインストール、授業中の機器のトラブルに関するサポート、子どもへの

支援等を円滑に行うために、ＩＣＴ指導員を配置する必要性もあると認識してお

ります。 

こうしたことから、今後、指導用や予備用の端末の整備や修繕に係る費用、回

線の増強、さらに、人員配置に関する補助や支援の充実について、国や府に要望

してまいります。 

以上、お答えといたします。 



資料１０ 

 

３．新型コロナウイルス感染症への今後の学校現場での対応について聞く。 

 （１）授業をはじめ、今後の学校生活はどのような様式で行われるのか。 

（２）子どもたちの学習の遅れや、子どもたちの状況に応じたフォローアップ

体制をどのように整えるのか。 

（３）第２波が到来することも見据えて、オンライン教育の進捗状況は。 

 （４）在宅でのオンライン学習に向けた現在のＩＣＴ機器の整備状況や、モバ 

イルルータなどの今後の整備計画は。 

 （５）部活動や学校行事での感染症対策は。 

 （６）給食や昼食時の感染症対策は。 

 （７）支援を必要とする子どもへのサポートについて、放課後デイサービスを 

始めとした関係機関との連携状況は。 

 

【答弁】 

３．新型コロナウイルス感染症への今後の学校現場での対応について聞くの

（１）～（７）につきまして、順次お答えいたします。 

 まず、（１）について、お答えいたします。 

現在、学校では新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業が６月から明

け、６月１５日からは、全員が揃っての授業が進められております。 

この間、国、府からガイドラインやマニュアル等が示され本市として「富田林

市立学校園におけるコロナウイルス感染症対策ガイドライン」を示し、子どもた

ちの安全を第一に考え、様々な教育場面で感染症対策を推進しているところでご

ざいます。 

具体には、学校生活での密閉・密集・密接を回避するため、換気の徹底、身体

的距離の確保、マスクの着用等を実施しております。他にも、こまめに手洗いを

行うことや登校前には健康観察を行い、体調が悪いときには、登校を控えるよう

子どもたちを指導しております。 

教室内では、子ども同士や教員と子どもの距離を一定に保ったり、できるだけ

同じ方向を向いて活動したりするようにしております。「はさみ」や「のり」など

についてはできるだけ個人のものを使用し、共有して使用する器具や用具につい

ては、こまめに消毒を行うなどし、感染のリスクを可能な限り下げるよう努めて

いるところでございます。 



次に、（２）についてお答えいたします。 

子どもたちの学習状況につきましては、長期の在宅期間の影響から遅れが生じ

ているのが現状でございます。 

本市におきましては、子どもたちの学習時間数を確保するため、夏季休業期間

を８月８日から８月２６日までの１９日間といたしました。今後は、各校が実情

に合わせて、年間カリキュラムを精査し、必要に応じて１５分程度の授業を複数

日設定するいわゆる「モジュール授業」を取り入れたり、７時間目授業を導入し

たりすることも検討し、子どもの学習保障を進めてまいります。 

中でも、卒業を控える小学校６年生と中学校３年生につきましては、今年度中

に教育課程を終える必要がございますことから、より手厚い指導が求められてお

ります。そのため、本市教育委員会では今後国から示されるとされている加配措

置も活用しながら、少人数できめ細やかに指導できる環境を実現してまいりたい

と考えております。また、文部科学省の通知を受け、今後、各学校において指導

計画を見直す場合には、各校の状況に応じて授業で取り扱う内容と授業以外の場

で取り扱う内容について検討することで学習活動の重点化を図り、子どもたちの

学びを保障してまいります。 

加えて、子どもの個々の学習状況について丁寧に把握し、今年度より導入いた

しましたドリル教材等を活用し、対応してまいりたいと考えております。 

次に、（３）についてお答えいたします。 

第２波への対応についてですが、まずは学校においてプリントやパソコンでの

ドリル教材等を活用し、全ての子どもに学びの保障を行うことが重要でございま

す。その上で、インターネット環境を活用した授業動画の配信等の充実を図って

いく必要性があると認識しているところでございます。そうした基盤サービスと

して利用するために、本市では、オンライン学習を可能とするサービスである「G 

Suite for Education」の利用登録を行ったところでございます。これを用いて各

校で独自に録画した授業動画を、それぞれの学校の子どもたちに配信できるよう

な仕組みを整えた上で、動画の配信方法をまとめたテキストも作成し、学校に周

知を行い、準備を進めているところでございます。今後は、学校教育におけるＩ

ＣＴ機器の積極的な活用に向け、教員の意識改革やスキル向上を図るために、実

際にＩＣＴ機器や G Suite のサービスを活用した研修を実施してまいります。 

次に、（４）についてお答えいたします。 

本市立学校のＩＣＴ環境の整備につきましては、昨年度、教職員用として校務

用コンピュータを２４６台整備し、子どもたちの学習用端末を２０８台導入いた

しました。今後は、GIGA スクール構想による１人１台端末を前倒し整備するとい



う国の方針や、ICT 機器を活用した家庭学習支援の充実を図る観点から、学習用

端末やモバイルルータの整備について、今後、検討してまいります。 

次に、（５）についてお答えいたします。 

部活動や学校行事は、子どもたちが学校生活において他者と協働し、課題を解

決していく力などを身に付ける上で重要なものであり、子どもたちの将来に大き

な影響を与えるものであると認識しております。その実施については、ガイドラ

イン等を参考に、子ども同士の距離を取ることや換気、器具の消毒等の感染症対

策を行った上で取組んでまいりたいと考えております。本市教育委員会といたし

ましては、引き続き、国や府からの情報収集に努め、正しい情報に基づいた感染

症対策を各校に指示してまいりたいと考えております。 

次に、（６）についてお答えいたします。 

成長期の子どもたちにしっかりとした給食を提供することは、食育の観点から

も大変重要であると考えておりますことから、学校再開後には、簡易給食ではな

く完全給食を提供しております。昼食時は特に感染症拡大に留意する必要であり

ますことから、「喫食時には、机を向かい合わせにせず、会話を控えるように指導

する」、「ランチルーム等を利用する場合は、児童生徒等の間隔を１メートル以上

になるよう工夫する」などの対策を行っておりスムーズに実施できていると学校

から聞いております。 

最後に（７）についてお答えいたします。 

 各学校の支援学級在籍児童生徒への対応といたしましては、臨時休業期間中も

支援学級の担任等が家庭訪問や電話等で保護者と連絡を密に取り合い、状況を把

握しながら個別に対応しております。放課後等デイサービスの利用につきまして

も、下校時刻を連絡して引き渡しを行うなど、臨時休業前と変わらない連携を続

けております。また、その送迎の引き渡し時を学校や家庭、事業所等での様子を

共有する機会にしている学校もあることを把握しております。引き続き、保護者

や放課後等デイサービスと連携を密にし、児童生徒の支援に努めるよう学校を指

導してまいります。 

本市教育委員会といたしましては、誰もが経験をしたことがないような事態が

発生している状況の中、一人一人の子どもや保護者の皆さまの不安な気持ちに寄

り添うことが重要であると認識しております。引き続き、子どもの健やかな成長

を保障するため、学校現場の状況を十分に把握し、必要な教育施策に取組むとと

もに、各学校を指導、支援してまいりたいと考えております。 

以上、お答えとさせていただきます。 



資料１１ 

 

１．市立中学校をはじめ本市に所在する学校や医療機関等における“若年妊娠”

への本市としての対応について 

（１）“若年妊娠”の当事者である生徒等およびその保護者への適切な情報提

供・確認について 

（２）学校現場における教職員への“愛知方式”・“赤ちゃん縁組”等の取り組

みの情報提供・確認について 

（特に養護教諭への情報提供について） 

 

【答弁】 

１．市立中学校をはじめ本市に所在する学校や医療機関等における若年妊娠へ

の本市としての対応についての（１）、（２）につきまして相関連いたしますので

一括してお答えいたします。 

近年、様々な情報が SNS 等を通して氾濫しており、子どもたちの性に関する意

識や価値観が多様化するとともに、子どもたちを取り巻く家庭環境や社会環境が

大きく変化しております。このような中、新型コロナウイルス感染症の影響もあ

り、外出を制限され、さまざまな家庭環境の子どもたちの中で、中高生を中心と

する望まぬ妊娠や性に関する相談が急増していることが報じられております。 

 学校の対応といたしましては、子どもたちが話しやすい環境を設定し、ていね

いに子どもたちを観察しながら、保護者とも十分に連携を図る中で、養護教諭を

中心とした学校組織体制で、きめ細やかに声かけを行いますとともに、子どもた

ちのわずかな変化も見落とさないことが必要であると考えております。 

 加えて、学校における性に関する指導につきましては、これまでからも子ども

たちの発達段階を踏まえ、適切な知識を身に付けることや、相手を思いやり、望

ましい人間関係を構築することなどを重視し、心と体を相互に関連付けて指導し

ているところでございます。 

 本市教育委員会といたしましては、養護教諭をはじめ全ての教職員に性に関す

る指導や、議員お示しの“愛知方式”・“赤ちゃん縁組”を含む関係機関の情報等

について研修等で学ぶ機会を確保し、授業や相談の中で、子どもたちや保護者に

対して、情報提供も行うようにすることで、性教育や相談体制のさらなる充実を

図ってまいりたいと考えております。 


